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直腸癌結腸癌

残存結腸が結腸機能を補い、
排便への影響は少ないことが多い

残存直腸が少ないと直腸機能を補えず、
排便への影響が大きい
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LARS治療のチャート

食事指導

薬剤処方

骨盤底筋群体操

肛門機能検査

仙骨神経刺激療法

バイオフィードバック療法

（今後は逆行性洗腸）

人工肛門造設
秋月恵美，消化器外科 46:891-898, 2023









生活に及ぼす影響

・便が出だすと、その後頻回に排便が続きトイレから離れられない

・便意が突然襲ってきて、トイレを探しているうちに便を漏らした

・会議の途中でおならが我慢できなくて恥ずかしい思いをした

・外出する時は、食事を抜いてオムツをして出かける

・突然の便意や失便が怖くて外出できない

・排便障害により仕事内容の変更した、辞めることにした

・朝起きたら下着に便がついていた

・趣味を継続できなくなった



患者参画の実際



代表：佐々木香織



研究者の立場から



術後患者との関係が不良になった

担当医師の交代や他院の紹介

精神科コンサルト                            

9 %

19 %

17 %



直腸癌手術を受けた患者さんの約 80～90 ％
Martellucci J : Low Anterior Resection Syndrome :A Treatment Algorithm. Dis Colon Rectum 59 : 79-82, 2016

しかし、医療者はLARSの有病率は約 20～40 ％ だと推定している。

Thomas G, et al. Awareness and management of low anterior resection syndrome. Eur J Surg Oncol 45 : 174-179. 2019   

患者と医療者の大きな認識の乖離



Patient and public involvement (PPI)

患者が「医療研究や医療サービスの計画・実施・評価」に主体的に関わる



一般社団法人コロレクペディア
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